
町制 15 周年記念特別展として 2020 年に予定され、延期されていた飯綱町の文化財展を、
2021 年秋に開催する予定です。また開催に先行して、このほど図録「飯綱町の文化財」が発刊
されました。この資料は、この町の指定・登録・認定を受けている全 33 件の文化財について、
写真と解説をもとにご紹介する画期的な内容になっています。

図録と併せてこの文化財展を通して、改めてこの町の自然・歴史・文化に触れて、町の魅力に
関心をもっていただければと思います。令和３年度は特別展に合わせて、様々な講演会や見学会
等の関連行事も予定しています。詳細が決まり次第お知らせいたしますので、ぜひお楽しみに‼

◆特別展「飯綱町の文化財」会期　令和３年９月 26日（日）～ 11月 28日（日）（予定）
◆特別展図録は、４月１日（木）より歴史ふれあい館において１冊 800円で入手できます。

特別展「飯綱町の文化財」
令和３年秋に開催予定！　先行して図録を発刊しました！

図録「飯綱町の文化財」（保存版）全 98 ページ 見開き２ページで見どころ等を解説

No.15「親鸞聖人像」（見本）

この町の
33の宝が一堂に

本願寺から願法寺宛ての親鸞聖人木像貸渡状（願法寺所蔵）

「枕石御真影」の御札（願法寺所蔵）

斜め横からみた親鸞聖人像

※文字の判読文は資料編 ｐ８５に掲載

　浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう
の開祖親鸞の肖像で、彫

ちょうぎ
技は豪

ごう

快
かい

で個性的な表現が顕
けん

著
ちょ

である。生前に描かれ

た肖像画に表された親鸞晩年の相
そう

貌
ぼう

の特徴（突き出した頬
ほお

骨
ぼね

、おちょぼ口、額
ひたい

や顎
あご

に深く

刻まれた皺
しわ

など）をよくとらえており、制作年代は室町時代後半に遡
さかのぼ
るものと推定される。

　願
がん

法
ぽう

寺
じ

はかつて親鸞二十四輩ゆかりの寺院として全国から参
さん

詣
けい

者
しゃ

があり、「枕
ちん

石
せき

御
ご

真
しん

影
ねい

」と呼ばれる親鸞横
おう

臥
が

の木造肖像が寺宝として崇
すう

敬
けい

を集め、この像の由来を主題にし

た絵
え

解
と

きが代々伝承されてきた歴史がある（飯綱町無形文化財「願法寺の絵解き」）。し

かし枕石御真影像は万
まん

延
えん

元年（１８６０）京都出
で

開
かい

帳
ちょう

の折に失われ、その代替として本
ほん

願
がん

寺
じ

（東
ひがしほんがんじ本願寺）から宝庫にあった木像を貸し渡されたのが本像である。

　中世にさかのぼる親鸞聖人の古像として貴重であり、飯綱町内における親鸞肖像への信

仰文化の隆盛を偲
しの

ぶ遺品としても重要である。
指定名称　　　木造親鸞聖人像
員数　　　　　１躯指定年月日　　平成５７年（１９８２）１１月２４日

所在地　　　　飯綱町古町７７６
所有者　　　　願法寺寸法　　　　　像高４２．０㎝

⑮

木
もくぞうしんらんしょうにんぞう
造親鸞聖人像

飯綱町指定有形文化財

　万延元年（１８６０）京都での出開帳（寺宝などを他の土地に運び出して布教して寄進を募ること）のとき、「枕

石御真影」が奪
うば

われてトラブルになり、本山本願寺が預かって事を納めるという事件が発生。大切な御真影

が失われた願法寺ではたいへん困惑してしまいました。そこで本願寺では宝庫に伝来したという由緒のある

親鸞聖人の座像に仏
ぶ

供
く

料
りょう
を添え、期限を定めず当分の間、願法寺に「貸渡す」ことにしました。そのとき本

願寺役僧から木像に添えられたのが写真の文書で、この木像の由来を示す貴重な記録といえます。

文献紹介　矢野恒雄（１９８６）「真宗大谷派長野県枕石山願法寺の出開帳と

確執事件の史的考察」信濃第４４２号

関連記事：№２１「願法寺の絵解き」ｐ５０

　　　　　№１６「木造阿弥陀如来立像」ｐ４０参照

　親鸞聖人は鎌倉時代に浄土真宗を開いた高僧で、

京から越
えち

後
ご

（新潟県）、東
とう

国
ごく

（関東）などで布教を

行いました。浄土真宗寺院では親鸞の肖像を「御
ご

真
しん

影
えい

」と呼び、本尊の阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

とともに、大切な礼

拝対象としてきました。

　願法寺にかつてあった「枕石御真影」は、親鸞聖

人が石を枕にして横たわる姿の彫像で、面
めん

相
そう

は親鸞

が自ら彫刻したという伝承があり、拝観を求めて全

国から参詣者がやってくるほど著名な存在でした。

その姿は御札に描かれた様子から想像することがで

きます。

町

中
　世
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町制 15 周年記念特別展図録

飯綱町の文化財

長野県飯綱町教育委員会　2021
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い
い
づ
な
歴
史
講
座
か
ら

第
一
回

　「『
五
岳
の
部
屋
』か
ら
山
の
お
話
」

講
師
：
富
樫
　
　
均
　

11
月
29
日（
日
）
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ

あ
い
館
３
階
展
望
室
　
参
加
者
42
名

歴
史
ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
昨
年
秋
に
３

階
を
『
五
岳
の
部
屋
』
に
模
様
替
え
し
、

春
以
降
自
粛
し
て
い
た
講
座
を
再
開
し
ま

し
た
。
こ
の
部
屋
で
は
、
北
信
五
岳
の
景

色
を
眺
め
、
山
々
の
成
り
立
ち
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
当
日
は
１
回
の
定
員
を

15
名
と
し
、
入
れ
替
え
制
で
３
回
の
講
座

を
行
い
、
山
々
と
こ
の
町
の
自
然
の
歴
史

や
謎
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

１
階
か
ら
３
階
ま
で
町
民
の
方
の
入
館

は
無
料
で
す
。『
五
岳
の
部
屋
』
も
自
由

に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
な

ど
、家
族
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
二
回

　「
ま
ん
が『
い
い
づ
な
今
昔
物
語
』の
世
界
」

　

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
と
町
企
画
課

　
（
ｉ
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業
）共
催
事
業

講
師
：
小
山 

丈
夫
、
小
林 

浩
道
氏

飯
田 

治
夫
氏
、
土
屋 

龍
彦
企
画
課
長

12
月
19
日（
土
） 

飯
綱
町
民
会
館
ホ
ー
ル

参
加
者
75
名（
町
民
限
定
、定
員
制
）

飯
綱
町
が
発
足
し
た
平
成
17
年
10
月
か

ら
令
和
２
年
４
月
ま
で
飯
綱
町
広
報
誌
に

連
載
さ
れ
た
「
ま
ん
が
飯
綱
今
昔
物
語
」

の
単
行
本
化
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
本
を
開
き
な
が
ら
の
歴
史
講
座
や
、

単
行
本
化
を
町
に
提
言
し
た
「
飯
綱
今
昔

物
語
発
刊
委
員
会
」
の
方
を
交
え
た
ト
ー

ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
こ
の

本
を
次
の
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
『
ま
ん
が
飯
綱
今
昔
物
語
』
は
歴

史
ふ
れ
あ
い
館
窓
口
で
特
価
販
売
し
て
い

ま
す
（
１
、５
０
０
円
）。

第
三
回

　「
飯
綱
町
の
小
豆
焼
占
い
に
つ
い
て
」

　

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
と
町
企
画
課

　
（
ｉ
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業
）と
連
携

講
師
：
小
栁
　
義
男
氏

２
月
20
日（
土
） 

飯
綱
町
民
会
館
ホ
ー
ル

参
加
者
81
名（
町
民
限
定
、
定
員
制
）

昨
年
３
月
に
延
期
さ
れ
た
講
座
を
よ
う

や
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

か
つ
て
昭
和
30
年
代
こ
ろ
ま
で
町
内

で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
の
夜
に
行
わ
れ
て
い

た
一
年
の
豊
凶
を
占
う
民
俗
行
事
「
小
豆

焼
」。
講
師
の
調
査
に
よ
っ
て
飯
綱
町
普

光
寺
だ
け
で
も
10
カ
所
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性

的
な
神
占
い
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
小
豆
焼
を
実
際
に
経

験
し
た
人
も
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
懐
か

し
い
思
い
出
を
書
い
て
く
れ
た
人
も
あ
り
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
親
し
ま
れ
た
伝
統

行
事
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
成

果
は
、
次
頁
に

ご
紹
介
す
る

最
新
刊
の
紀

要
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

館
長
　
富
　
樫
　
　
　
均

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、

町
制
15
周
年
記
念
特
別
展
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
行
事
を
中
止
・
延
期
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
影
響
は
今
も
続
い
て
お
り
、
ま
だ
警

戒
を
ゆ
る
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
遠
く
に
出
か
け
る
機

会
が
減
っ
た
こ
と
で
、
身
近
な
家
族
や

地
域
、
足
元
の
自
然
や
歴
史
が
、
い
か

に
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
安
心

と
な
り
、
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
か

を
改
め
て
感
じ
る
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
ひ
き
続
き
感
染
防

止
対
策
等
に
注
意
し
な
が
ら
、
各
種
行

事
の
再
開
と
、
町
の
自
然
・
歴
史
・
文

化
に
関
す
る
調
査
研
究
と
情
報
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
に
気
軽

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
町
の
過

去
・
現
在
を
探
索
し
な
が
ら
、
未
来
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大好評の
「まんが飯綱今昔物語」

当日の様子
（眺望と新設パネルと地形模型
から山々の成り立ちを学ぶ）
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歴史ふれあい館が生まれ変わるために！
『町の歴史文化の拠点づくり構想』

いいづな歴史ふれあい館は、前身の「むれ歴史ふれあい館」の開設から 23 年、二村の合併により名称が「い
いづな」に変わってから 15 年が経過しました。令和元年度には、この館の展示と運営をよりよいものに
していくため、８名の外部有識者からなる協議会（会長：中村芳人氏）を設置しました。これまで５回に
わたる検討を重ね、令和３年２月には、館の今後に向けた方針として「町の歴史・文化の拠点づくり構想」
が策定されました。

これは令和３年度から５ヶ年をかけて、館の活動の核となる特別展企画を積み上げながら、現在の展示
や設備、機能を発展的に見直してゆくという構想です。令和３年度に開催予定の「飯綱町の文化財展」は、
その構想の出発点に位置付けられました。

これまでの歩みを継承しつつ、新たな創意と工夫をもとに、この町に暮らす喜びや安心を実感すること
ができる拠点として、歴史ふれあい館は生まれ変わっていきます。当館へのご要望やご意見、あるいは改
善案等がありましたら、いつでも気軽にお声がけください。それらが、構想を実現に変えていく力になり
ます。どうぞ、よろしくお願いします。

協議会構成やこれまでの検討内容、「町の歴史文化の拠点づくり構想」については、町のホームページ
（https://www.town.iizuna.nagano.jp）からご覧いただくことができます。

新刊紹介「いいづな歴史ふれあい館紀要第８号～飯綱町の自然・歴史・文化～」2021年３月刊

＜目次＞
・小栁義男…………………………………「飯綱町の小豆焼占い」
・松岡誠一・小山丈夫……………………「飯綱町指定有形文化財苔翁寺仁王像修復報告

－付記　仏師村上刑部について－」
・宮本久子…………………………………「記憶で綴る昭和初期の北信濃－暮らしと日々の食事－」
・早津賢二…………………………………「妙高火山群の中でみた飯縄火山」
販売価格 1,000 円で、当館窓口で取り扱っています。バックナンバーもあります。公民館図書室・飯
綱中学校図書館では閲覧できます。貸出しも可能です。

歴史ふれあい館協議会の様子
（当館小ホールにて）

町ホームページの当館情報は
こちらからご覧いただけます
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〒 389-1211　長野県上水内郡飯綱町牟礼 1188 －１　電話 026（253）6646　FAX 026（253）6649
HP アドレス：http://www.town.iizuna.nagano.jp（飯綱町ホームページ）

Eメール：rekifure@town.iizuna.nagano.jp

いいづな歴史ふれあい館
星空お出かけ情報

2021年度観望会予定表

太陽観望・夜間観望のおさそい

【季節の星空観望会】
毎月第２・第４土曜日（12 ～３月第２土曜日を除く）は天体観測室を公開しての星空観望会開催日です。

お気軽におでかけください。

　　５月 ８日（土）・22日（土）　　６月12日（土）・26日（土）

　　７月10日（土）・24日（土）　　８月14日（土）・28日（土）

　　９月11日（土）・25日（土）　  10月 ９日（土）・23日（土）

　  11月13日（土）・27日（土）　　３月26日（土）

上記の施設公開日のほかに、昼間の太陽観察、夜の星空観望について団体見学（学校、公民館活動、育

成会など。営利目的を除く）を受け付けています。

★

★

★

★

☆開催時間／19：30～ 21：00（５～７月）

　　　　　　19：00～ 20：30（上記以外の期間）

☆入場無料

☆新型コロナウイルス感染予防のため、町民限定、事前予約

　制で再開します。詳細については別途お知らせします。

☆利用申込／おおむね３週間前までに当館まで。

☆料金／時間・人数・内容により異なります。お問い合せください。

☆口径35cm反射望遠鏡をはじめ10cm望遠鏡、双眼鏡などで季節の星空を楽しめます。

☆�曇天・雨天の場合は中止。夜間観望の実施は原則として午後６時までに決定しますので、ご不明な

ときは電話（０２６－２５３－６６４６）でお問合せください。

☆新型コロナウイルス感染症拡大状況により、予定が変わる場合があります。

【特別観望会】
 ５月 ４日（火）・５日（水） 　10:00 ～ 13:00　太陽を見よう（一般は入館料が必要、町民無料）

 ５月26日（水）　　　　　　　19:00 ～ 21:00　皆既月食を見よう（無料）

 ８月12日（木）　　　　　　　20:00 ～ 24:00　ペルセウス座流星群を見よう（無料）

 ９月21日（火）　　　　　　　18:00 ～ 20:30　中秋の名月を見よう（無料）

2020年10月27日の月面
（当館の望遠鏡で撮影）
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